
老朽化している既存施設の後継はどうするのか？

・大きな広場がほしい！

・ランドマークとなるような建物を！

・日本中から人が集まる大型施設がほしい！

新しい施設

・金山冬まつりを開催してみてはどうだろう？

・歩行者天国ができないか？

イベントを継続的に行うことが大切

・防災を強化したい！

イベントの開催

市民会館、アスナルの今後について

・小さな文化交流施設をたくさんつくった方がいいのでは？

・線路上に蓋をして活用＝南北の分断を解消してほしい！

・物販施設や宿泊施設が増えてほしい。

その他

人々の生活と文化を結びつける必要がある

・賑わいと静けさの共存
（人が集まる空間と住みやすい環境）

金山らしさ

市民会館 /名フィル /路上ライブ
ボストン美術館 /歴史的資源

金山のキャラクター（個性・特性など）とは何だろう？

『文化』

回遊性をつくって来街者の滞在時間を延ばす必要がある！

『大型施設』と『複数の小型施設』。両極の考えが挙がりました。
再開発の方針を決めるにあたり、将来人口比率や他都市の事例などから、
施設や広場の適正規模や使われ方などを学ぶ必要がありそうです。

　名古屋駅前や栄とは違う金
山の独自性、『金山らしさ』
を明確に設定する必要がある
のではないでしょうか？
　参加者全員で『金山らしさ』
を共有することで、再開発構
想にしても、イベントの内容
にしても、議論が発展すると
思われます。

金山のまちに『回遊性』が必要だということはずっと言われています。
では、具体的に回遊性をつくるために必要なものとは何でしょうか？
さらに一歩すすめた議論をしていきたいですね！

　現在、名古屋市では『金山のまちづ
くり構想』が作成されています。『金山
地区のまちづくりを語る会』で挙げら
れたみなさんのハード面に対するご意
見は、まとめて名古屋市の担当者の方
に届けさせていただきます。
　また、ハード面においても自分たち
にできることは実施していきましょう。

…　WSで出た参加者の意見 …　コメント

【ハード面】
金山にどんな建物や道が

できるといい？

【ソフト面】
金山の特徴とは？

金山でどんな活動がしたい？

早いものでアスナルができてもう 10 年もたつのですね。

当時、アスナルの出現によって金山駅の北側の風景や人の動きがず

いぶん変わったことを実感しました。今はこれが普通になってしま

いましたが。そして金山は、次のステージにむかっていくのですね。

第 4回
金山地区のまちづくりを語る会

開催のご案内

【ウォーミングアップ】『金山らしさ』とは何か？
　金山のまちづくりにおける指針を決める上で重要
な『金山の特色・個性』について考えましょう。

【メイン】金山ではじまるアクティビティ！
　みなさんと一丸となって開催できるようなイベン
トについて話し合いたいと思います。

◆日　時：平成 27年 10 月 21 日（水）
午後 3時 30 分から午後 5時 30 分まで

◆場　所：名古屋都市センター 11階大研修室
名古屋市中区金山町一丁目 1番（金山南ビル）

※ご好評につき、語る会終了後に交流会を開催予定！
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金山のまちづくりを語る会 が、

金山のまちづくりに関わる皆さんにとっての

「交流や情報の結節点」でありたい。

次々と新たな活動が生まれるような、

「創造力の結節点」といえる場でありたい。

そんな願いを込めて、本誌の名前を

『NODE　【結節】』としました。

　『金山地区のまちづくりを語る会

（以下『語る会』）』も 3 回目になり

ました。第１回は、「これから金山

のまちについてみんなで話合ってい

きましょう。」という導入でした。

第２回に金山のまちづくりの大義を

考える必要性を知りました。また、

まちづくりでは「アクテビティ、空

間、建築」の順で考えていくことの

重要性も学びました。

　そして３回目です。「語る会」に

は毎回 40 名ほどの参加者がありま

すが、参加者同士が既知の間柄とは

言えません。私たちは、これから一

緒に金山のまちについて考えていく

仲間です。そこで今回の「語る会」

は「お互いを知る」機会とすること

にしました。

　ワールドカフェというワーク

ショップの手法を使って、カフェで

お茶を飲みながらゆっくり語り合う

ように、金山への想いを語り合って

もらいました。ここでは何かを決め

るとか意思統一を図るということは

求めません。みんなが金山のまちづ

くりについて何をどう考えているの

かを自由に語るのみです。ざっくば

らんな会話からお互いの人となりや

活動を垣間見ることを目的にしまし

た。

　金山のハード面についての意見が

多く出ました。当然かもしれません。

どんな建築物ができるかは、「まち」

にとってとても大きな問題です。市

民会館やアスナルの建て替えが視野

に入っています。それに加えて、い

ま、名古屋駅で次々と建ち始めてい

る新しいビル群も意識せざるをえま

せん。

　また、今は鉄道によって分断され

ている金山の北と南を何とか連続さ

せて回遊性を高めたい、との思いは

多くのみなさんにあるようです。加

えて「金山を一つながりにするため

に線路に蓋をして人工地盤をつく

る」という意見もありました。ぶら

ぶらと歩けるまちに。そのためには

沿道に並ぶ商店はもとより、街並み

にも魅力があることが必要だが、そ

の為にはどうするといいか、という

次につながる課題も出てきました。

　このハード面に関する皆さんから

の意見（どういうものが欲しいかな

ど）は、今名古屋市で作成している

「金山のまちづくり構想」の担当者

にもまとめて伝えようと思っていま

す。（毎回そのメンバーが参会して

くださっています。）そして自分た

ちでできることは実施の方向で努力

していきたいものです。

　また、ソフト面から金山について

語るカフェ（グループ）もありまし

た。「金山らしさってなんだろう。」

他の地域とは違う金山の特色・個性

について考えよう、という問いかけ

です。今回は深めて話し合いをする

時間がありませんでしたが、これか

ら金山の「まち」を考えていく上で

拠り所になるものです。皆で考えて

共通の認識にしていきたい課題で

す。

　もう一つ「文化」というキーワー

ドがよく出ていました。名古屋フィ

ルハーモニー交響楽団や名古屋ボス

トン美術館、金山の地域に点在する

歴史的な資源（広義でとらえれば熱

田神宮もご近所と言えなくもありま

せん）は、金山を特徴づけるための

大きな要素になりそうです。

　その他、「イベントを継続的にし

ていこう。」という提案もされまし

た。「冬まつり」（すでに「夏祭り」

は賑やかに行われています。）や「歩

行者天国」といった意見も出ていま

した。金山南広場の活用も話し合っ

ていきたい話題の一つになりそうで

す。

　今回は、先にも述べましたが、何

か結論を出すためのワークショップ

ではありませんでしたが、今後に向

けていくつか見えてきたものがあっ

たように思います。

　このワークショップで出てきた意

見をまとめました。右図をご覧くだ

さい。

　さて、もう一つ。「まちづくり公

社さんは何がしたいの？」という質

問を受けました。私たちは、この会

の事務局と言っておりますが、（み

なさんに声をかけて「語る会」を開

催しておりますので）その想いを問

われたと解釈しました。

　事務局と言っている中心メンバー

は５人ですが、皆それぞれしたいこ

とや思いに微妙なずれがあるのを感

じます。それぞれが違った経歴を

持っており、何に価値観を持つかが

違っているからでしょう。これまで

の語る会（たった３回の開催なので

すが）の実施においても何回もの議

論がされました。「ヒーロー戦隊何

とか」でも、みんな得意分野は違っ

ていて相乗効果を出していますか

ら、同じでなくてもいいのだと思っ

ています。ただ「金山」を活動の中

心にしてきた私たちが、金山のまち

づくりに関わっていきたい、そして

金山をより良いまちにしていこうと

いう思いは共通に持っています。み

なさんと力を合わせて、金山地区の

エリアマネジメント、エリアデザイ

ンができればいいなと思っていま

す。私たちも地元金山で活動する一

員として、この地域を良くするため

に立ち上がりましょうとみなさんに

声をかけました。

　ただ、私たちが「金山地区」と表

現しているのは、金山の駅周辺だけ

のことではありません。「生き生き

した、安全で、持続可能で、健康的

な街・・・人が主役のまち」が、金

山を中心にジワーッと広がっていく

ことを目指しています。

　まだ、道のりは長いでしょうし、

どの道が正しいのか試行錯誤は必要

になってくるでしょう。しかしみん

なで活動をしていくうちに形が徐々

に現われてくると確信しています。

混沌の中からこの世界がつくられた

ように。
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日時：平成 27 年 9月 2日（水）　15:30 ～ 17:30

場所：名古屋都市センター 11 階　大研修室

参加人数：43 名

内容：ワークショップを開催し、参加者同士の意見交換

第 3回『金山地区のまちづくりを語る会』を開催しました！

ワールドカフェで意見を出し合う参加者

4

手づくりの夏祭り

　8月 1日、2日と金山橋連合商店街振興組合の夏祭りが開催されました。この
夏祭りの特徴は、①来場者、②広範囲及び③手づくりにあります。
　通常、夏祭りといえば、夕方から夜の間で開始され、老若男女が集って盆踊
りというイメージが強いですが、金山橋連合商店街振興組合の夏祭りは、午前
中に開始され、子どもを中心に家族で楽しめるような催しが多いのです。例えば、
飛騨の神岡町から 10 トン程の雪を運んでもらって市民会館前広場に雪山を作
り、行う宝探しゲーム。お客様から、「真夏に『雪』を持ってくるとは、粋なこ
とをするね！」といわれる、子どもたち大人気のイベントです。
　その他、市民会館からアスナル金山、金山総合駅コンコースまでを会場として、
消防や中学校の吹奏楽部によるブラスバンド演奏、劇団飛行船の公演や無料映
画鑑賞会、アスナル金山のステージでは、ブライダル専門学校の生徒さんたち
がショーを行ったり、コンコースのイベントスペースで物産展を行ったりと、
イベント盛りだくさん。
　個人的な夏祭りの楽しみは、毎年、鉄道忘れ物市で、傘（200 円）を購入す
ることです。質のいい紳士用傘から無くなっていくので、ご注意を！
驚いたのは、このイベントの運営すべてを商店街振興組合で実行していること。
イベント会社に頼らず、組合関係者と地元の専門学校の学生ボランティアで夏
祭りの計画から実行、片付けまで手づくりしています。このように、多くの関
係者が携わり、いろいろな楽しみ方がある金山橋連合商店街振興組合の夏祭り。
来年はあなたも訪れてみてはいかがでしょうか？（Ｔ記者）

会社帰りにコンサート

　金山の『文化』を支えている名古屋フィルハーモニー交響楽団。そんな名フィ
ルのコンサートが気軽に楽しめてしまう『まちかどコンサート』のことを、皆
さんはご存知でしょうか？『まちかどコンサート』は、名フィルの楽団員が名
古屋市内各地に飛び出し、演奏会を開催するというもの。8 月 21 日には、金山
南ビルの 1階にある公開空地 ( インターコモン ) で開催されました。
　通常は独奏（ソロ）、二重奏 ( デュオ ) での公演が多いとのことですが、8 月
21 日に開催された『まちかどコンサート』では、木管五重奏 & 弦楽五重奏の豪
華な編成で演奏が行われました。普段はインターコモンを通り過ぎるだけの方々
が、聴こえてくる優しい音色に脚を止めて聴き入っている光景をみると、音楽
の力の偉大さを感じてしまいます。これからもこうした素晴らしい音楽や文化
が、日常的に金山のまちに溢れるといいですね！（Ｙ記者）

　８月３日に金山商店街振興組合主催の
「金山ナイト盆おどり」に行ってきまし
た。会場のグランコート名古屋の７階大
宴会場に櫓が組まれ、多くのお店が並ん
でいました。どんなに暑い日もこの中は
快適です。でも一度音楽がかかると二重
三重と踊りの輪が広がり楽しげな熱気が
上がります。宴会場の外も多くの人でに
ぎわっていました。
　「ちゃんと席をとっておくように。」と
の室長からの命を受け出かけた我等でし
たが、開始時間少し過ぎではもう多くの
人・人・・・。少し青くなりながらやっ
との思いで命令遂行。初めての参加でし
たが、ホテルの中で斯くも盛大に盆踊り
とは、と驚くばかりでした。
　Y君は「春駒」がかかると飛んで出て
輪に加わっていました。（郡上踊りの時
練習したのだそうです。）出来栄えにつ
いてのコメントは控えます、楽しければ
良いのだということで。そしてTさんは、
食い気でした。確かに美味しそうな食べ
物がいろいろあって本当にワクワクして
しまいましたが、ホテル特製のカレーを
２杯も食べたのです。やれやれ。
　金山に色々なイベントが沸き起こって
くると楽しいですね。（Ｋ記者）

『金山ナイト盆踊り』に

行ってきました！

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ ：ーﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ﾊｰﾂ株式会社
水谷　香織　さん

金山地区のまちづくりを語る会 事務局（公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

担当：経営企画室　戸田・近藤　TEL 052(222)2315

Information

みなさんは、今年の夏をどのように過ごされたのでしょう？

金山地区では夏の催しが盛りだくさんだったようです。

私たちも一部の催しに参加して参りましたので、

そのご紹介をさせていただきます。

第五回　繋ぐ会

日　時：平成 27年 10 月 7日（水）　19：00 ～
会　場：IroDori 金山　（中区金山 2-16-15）
会　費：4,000 円
連絡先：TEL     052－324－0010　(e oriental banquet 金山 : 担当 / 本間 )
　又は、TEL     052－265－9121　(IroDori 金山 : 担当 / 林 )
※参加申し込みは、上記連絡先までお願い致します。

アスナル金山　10 周年祭

期　間：平成 27年 10 月 16 日（金）～平成 27年 11 月 1日（日）
場　所：アスナル金山　（中区金山一丁目 17番 1号）　
問合せ：TEL　052－324－8577

金山でサービス業を営んでいる若手の人たちが中心となった情報交換会「繋ぐ会」の第 5 回が

開催されます。そこから金山のにぎわいに繋がる何かをつかもうという集まりです。

金山エリアで繋がりや情報の欲しい方、又、情報を発信したい方は是非ご参加下さい。

アスナル金山で 10月 16日（金）から 11月 1日（日）の間、「10周年祭」が開催され

ます。この期間限定の特別なキャンペーンがあるそうです。その他にも 10周年記念イ

ベントが目白押しとか。「アスナル」で検索してください。
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※ご好評につき、語る会終了後に交流会を開催予定！
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金山のまちづくりを語る会 が、

金山のまちづくりに関わる皆さんにとっての

「交流や情報の結節点」でありたい。

次々と新たな活動が生まれるような、

「創造力の結節点」といえる場でありたい。

そんな願いを込めて、本誌の名前を

『NODE　【結節】』としました。

　『金山地区のまちづくりを語る会

（以下『語る会』）』も 3 回目になり

ました。第１回は、「これから金山

のまちについてみんなで話合ってい

きましょう。」という導入でした。

第２回に金山のまちづくりの大義を

考える必要性を知りました。また、

まちづくりでは「アクテビティ、空

間、建築」の順で考えていくことの

重要性も学びました。

　そして３回目です。「語る会」に

は毎回 40 名ほどの参加者がありま

すが、参加者同士が既知の間柄とは

言えません。私たちは、これから一

緒に金山のまちについて考えていく

仲間です。そこで今回の「語る会」

は「お互いを知る」機会とすること

にしました。

　ワールドカフェというワーク

ショップの手法を使って、カフェで

お茶を飲みながらゆっくり語り合う

ように、金山への想いを語り合って

もらいました。ここでは何かを決め

るとか意思統一を図るということは

求めません。みんなが金山のまちづ

くりについて何をどう考えているの

かを自由に語るのみです。ざっくば

らんな会話からお互いの人となりや

活動を垣間見ることを目的にしまし

た。

　金山のハード面についての意見が

多く出ました。当然かもしれません。

どんな建築物ができるかは、「まち」

にとってとても大きな問題です。市

民会館やアスナルの建て替えが視野

に入っています。それに加えて、い

ま、名古屋駅で次々と建ち始めてい

る新しいビル群も意識せざるをえま

せん。

　また、今は鉄道によって分断され

ている金山の北と南を何とか連続さ

せて回遊性を高めたい、との思いは

多くのみなさんにあるようです。加

えて「金山を一つながりにするため

に線路に蓋をして人工地盤をつく

る」という意見もありました。ぶら

ぶらと歩けるまちに。そのためには

沿道に並ぶ商店はもとより、街並み

にも魅力があることが必要だが、そ

の為にはどうするといいか、という

次につながる課題も出てきました。

　このハード面に関する皆さんから

の意見（どういうものが欲しいかな

ど）は、今名古屋市で作成している

「金山のまちづくり構想」の担当者

にもまとめて伝えようと思っていま

す。（毎回そのメンバーが参会して

くださっています。）そして自分た

ちでできることは実施の方向で努力

していきたいものです。

　また、ソフト面から金山について

語るカフェ（グループ）もありまし

た。「金山らしさってなんだろう。」

他の地域とは違う金山の特色・個性

について考えよう、という問いかけ

です。今回は深めて話し合いをする

時間がありませんでしたが、これか

ら金山の「まち」を考えていく上で

拠り所になるものです。皆で考えて

共通の認識にしていきたい課題で

す。

　もう一つ「文化」というキーワー

ドがよく出ていました。名古屋フィ

ルハーモニー交響楽団や名古屋ボス

トン美術館、金山の地域に点在する

歴史的な資源（広義でとらえれば熱

田神宮もご近所と言えなくもありま

せん）は、金山を特徴づけるための

大きな要素になりそうです。

　その他、「イベントを継続的にし

ていこう。」という提案もされまし

た。「冬まつり」（すでに「夏祭り」

は賑やかに行われています。）や「歩

行者天国」といった意見も出ていま

した。金山南広場の活用も話し合っ

ていきたい話題の一つになりそうで

す。

　今回は、先にも述べましたが、何

か結論を出すためのワークショップ

ではありませんでしたが、今後に向

けていくつか見えてきたものがあっ

たように思います。

　このワークショップで出てきた意

見をまとめました。右図をご覧くだ

さい。

　さて、もう一つ。「まちづくり公

社さんは何がしたいの？」という質

問を受けました。私たちは、この会

の事務局と言っておりますが、（み

なさんに声をかけて「語る会」を開

催しておりますので）その想いを問

われたと解釈しました。

　事務局と言っている中心メンバー

は５人ですが、皆それぞれしたいこ

とや思いに微妙なずれがあるのを感

じます。それぞれが違った経歴を

持っており、何に価値観を持つかが

違っているからでしょう。これまで

の語る会（たった３回の開催なので

すが）の実施においても何回もの議

論がされました。「ヒーロー戦隊何

とか」でも、みんな得意分野は違っ

ていて相乗効果を出していますか

ら、同じでなくてもいいのだと思っ

ています。ただ「金山」を活動の中

心にしてきた私たちが、金山のまち

づくりに関わっていきたい、そして

金山をより良いまちにしていこうと

いう思いは共通に持っています。み

なさんと力を合わせて、金山地区の

エリアマネジメント、エリアデザイ

ンができればいいなと思っていま

す。私たちも地元金山で活動する一

員として、この地域を良くするため

に立ち上がりましょうとみなさんに

声をかけました。

　ただ、私たちが「金山地区」と表

現しているのは、金山の駅周辺だけ

のことではありません。「生き生き

した、安全で、持続可能で、健康的

な街・・・人が主役のまち」が、金

山を中心にジワーッと広がっていく

ことを目指しています。

　まだ、道のりは長いでしょうし、

どの道が正しいのか試行錯誤は必要

になってくるでしょう。しかしみん

なで活動をしていくうちに形が徐々

に現われてくると確信しています。

混沌の中からこの世界がつくられた

ように。
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日時：平成 27 年 9月 2日（水）　15:30 ～ 17:30

場所：名古屋都市センター 11 階　大研修室

参加人数：43 名

内容：ワークショップを開催し、参加者同士の意見交換

第 3回『金山地区のまちづくりを語る会』を開催しました！

ワールドカフェで意見を出し合う参加者

4

手づくりの夏祭り

　8月 1日、2日と金山橋連合商店街振興組合の夏祭りが開催されました。この
夏祭りの特徴は、①来場者、②広範囲及び③手づくりにあります。
　通常、夏祭りといえば、夕方から夜の間で開始され、老若男女が集って盆踊
りというイメージが強いですが、金山橋連合商店街振興組合の夏祭りは、午前
中に開始され、子どもを中心に家族で楽しめるような催しが多いのです。例えば、
飛騨の神岡町から 10 トン程の雪を運んでもらって市民会館前広場に雪山を作
り、行う宝探しゲーム。お客様から、「真夏に『雪』を持ってくるとは、粋なこ
とをするね！」といわれる、子どもたち大人気のイベントです。
　その他、市民会館からアスナル金山、金山総合駅コンコースまでを会場として、
消防や中学校の吹奏楽部によるブラスバンド演奏、劇団飛行船の公演や無料映
画鑑賞会、アスナル金山のステージでは、ブライダル専門学校の生徒さんたち
がショーを行ったり、コンコースのイベントスペースで物産展を行ったりと、
イベント盛りだくさん。
　個人的な夏祭りの楽しみは、毎年、鉄道忘れ物市で、傘（200 円）を購入す
ることです。質のいい紳士用傘から無くなっていくので、ご注意を！
驚いたのは、このイベントの運営すべてを商店街振興組合で実行していること。
イベント会社に頼らず、組合関係者と地元の専門学校の学生ボランティアで夏
祭りの計画から実行、片付けまで手づくりしています。このように、多くの関
係者が携わり、いろいろな楽しみ方がある金山橋連合商店街振興組合の夏祭り。
来年はあなたも訪れてみてはいかがでしょうか？（Ｔ記者）

会社帰りにコンサート

　金山の『文化』を支えている名古屋フィルハーモニー交響楽団。そんな名フィ
ルのコンサートが気軽に楽しめてしまう『まちかどコンサート』のことを、皆
さんはご存知でしょうか？『まちかどコンサート』は、名フィルの楽団員が名
古屋市内各地に飛び出し、演奏会を開催するというもの。8 月 21 日には、金山
南ビルの 1階にある公開空地 ( インターコモン ) で開催されました。
　通常は独奏（ソロ）、二重奏 ( デュオ ) での公演が多いとのことですが、8 月
21 日に開催された『まちかどコンサート』では、木管五重奏 & 弦楽五重奏の豪
華な編成で演奏が行われました。普段はインターコモンを通り過ぎるだけの方々
が、聴こえてくる優しい音色に脚を止めて聴き入っている光景をみると、音楽
の力の偉大さを感じてしまいます。これからもこうした素晴らしい音楽や文化
が、日常的に金山のまちに溢れるといいですね！（Ｙ記者）

　８月３日に金山商店街振興組合主催の
「金山ナイト盆おどり」に行ってきまし
た。会場のグランコート名古屋の７階大
宴会場に櫓が組まれ、多くのお店が並ん
でいました。どんなに暑い日もこの中は
快適です。でも一度音楽がかかると二重
三重と踊りの輪が広がり楽しげな熱気が
上がります。宴会場の外も多くの人でに
ぎわっていました。
　「ちゃんと席をとっておくように。」と
の室長からの命を受け出かけた我等でし
たが、開始時間少し過ぎではもう多くの
人・人・・・。少し青くなりながらやっ
との思いで命令遂行。初めての参加でし
たが、ホテルの中で斯くも盛大に盆踊り
とは、と驚くばかりでした。
　Y君は「春駒」がかかると飛んで出て
輪に加わっていました。（郡上踊りの時
練習したのだそうです。）出来栄えにつ
いてのコメントは控えます、楽しければ
良いのだということで。そしてTさんは、
食い気でした。確かに美味しそうな食べ
物がいろいろあって本当にワクワクして
しまいましたが、ホテル特製のカレーを
２杯も食べたのです。やれやれ。
　金山に色々なイベントが沸き起こって
くると楽しいですね。（Ｋ記者）

『金山ナイト盆踊り』に

行ってきました！

ﾌｧｼﾘﾃｰﾀ ：ーﾊﾟﾌﾞﾘｯｸ･ﾊｰﾂ株式会社
水谷　香織　さん

金山地区のまちづくりを語る会 事務局（公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

担当：経営企画室　戸田・近藤　TEL 052(222)2315

Information

みなさんは、今年の夏をどのように過ごされたのでしょう？

金山地区では夏の催しが盛りだくさんだったようです。

私たちも一部の催しに参加して参りましたので、

そのご紹介をさせていただきます。

第五回　繋ぐ会

日　時：平成 27年 10 月 7日（水）　19：00 ～
会　場：IroDori 金山　（中区金山 2-16-15）
会　費：4,000 円
連絡先：TEL     052－324－0010　(e oriental banquet 金山 : 担当 / 本間 )
　又は、TEL     052－265－9121　(IroDori 金山 : 担当 / 林 )
※参加申し込みは、上記連絡先までお願い致します。

アスナル金山　10 周年祭

期　間：平成 27年 10 月 16 日（金）～平成 27年 11 月 1日（日）
場　所：アスナル金山　（中区金山一丁目 17番 1号）　
問合せ：TEL　052－324－8577

金山でサービス業を営んでいる若手の人たちが中心となった情報交換会「繋ぐ会」の第 5 回が

開催されます。そこから金山のにぎわいに繋がる何かをつかもうという集まりです。

金山エリアで繋がりや情報の欲しい方、又、情報を発信したい方は是非ご参加下さい。

アスナル金山で 10月 16日（金）から 11月 1日（日）の間、「10周年祭」が開催され

ます。この期間限定の特別なキャンペーンがあるそうです。その他にも 10周年記念イ

ベントが目白押しとか。「アスナル」で検索してください。
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